
様式17
自主管理道路の管理に関する協定書

開発事業者　　　　　　　　（以下「甲」という。）と福岡市（以下「乙」という。）及び土地所有者　　　　　　　　（以下「丙」という。）において、 甲が行う次の開発行為に伴う都市計画法（以下「法」という。）第32条の規定に基づく法第39条および第40条に関し、 平成　　年　　月　　日付けで甲乙間で協議が整った道路の管理等に関して協定を締結する。

開発区域に含まれる　　　　福岡市　 　区 　　

地域の名称

開発区域の面積　　　　　　．　m2

道路番号　　　　　　第　  　号

第1条　この協定書は、 都市計画法の開発許可制度に基づき設置された上記の道路に関して、 適切な管理の確保が行われるよう甲乙丙3者で協議し、 その合意した内容を締結するものである。

第2条　道路は丙が管理する。

第3条　丙が管理する道路の位置は、 別添案内図及び土地利用計画図のとおりとする。

第4条　丙が行う道路の管理内容は、 次のとおりとする。

（1）　舗装の穴、 段差及び陥没の修復

（2）　側溝の泥上げ、 蓋の破損及び蓋鳴の補修

（3）　路面下の通水（詰り）の修復

（4）　路肩及び法面の除草

（5）　道路不法占用の取締り

（6）　交通安全施設の管理

（7）　その他（上記以外の安全管理に関すること）

　2　甲乙丙のうち、 土地の所有権を有する者は、 道路の占用及び掘削等の許可権を有するものとする。

第5条　自主管理の期間は、 工事完了公告の日の翌日から道路の廃止の日迄とする。

第6条　自主管理期間中に自主管理道路内において、 いかなる事故が発生しても乙は一切その責を負担しない。

第7条　自主管理期間中において自主管理道路内に生じた事故の処理については丙において解決するものとする。

第8条　甲及び丙は、 乙の許可、 同意もしくは承認を得ずに、 この協定に基づく道路を廃止、 封鎖もしくは位置を変更してはならない。

第9条　甲及び丙は、 前条の定めによる乙の許可、 同意もしくは承認を得ようとするときには、 土地に権利を有する者の合意をもって、 乙に協議するものとする。

第10条　甲及び丙は、 この土地に関して有する権利を他に譲渡等する場合には、 この協定の内容を周知及び承継し、乙に報告しなければならない。

第11条　この協定に定めのない事項及びこの協定の実施に関し必要な事項は、 その都度甲乙丙協議のうえ定めるものとする。

この協定の締結の証として、 本書3通を作成し、 甲乙丙記名のうえ各自1通を保有する。
　　年　　月　　日

甲　開発事業者　　　　　　　　　　　　　　　　乙　福岡市中央区天神1丁目8番1号

福　岡　市

福岡市長

丙　道路土地所有者
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